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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、現中期経営計画及び2030年に向けた数値計画となります。

持続的成長の実現に向け、事業基盤の再構築を推し進めることで、
現中経計画の数値目標である売上高１８０億円、営業利益１５億円、
２０３０年に向けては、高い挑戦目標ではありますが、売上高２５０億円、
営業利益率１０％以上を目指す
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
成長戦略の全体イメージとなります。

成長のコアと位置付けているソリューションサービス事業の製品・サービスで
顧客を獲得し、他製品・サービスのクロスセルにてリピート案件の掘り起こしを
行い、顧客との深耕を深め、更に他事業との連携で顧客提供価値を高めていく
ことで、ロイヤルカスタマーを創造、創っていく。

また、AMANO、ＬＹ、富士通等とは、より強固な共創関係、ビジネス協業を
構築し、安定的な収益力を高めていく。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この成長戦略の実現に向けて４つの施策を講じていきます。

「事業・グループ融合を加速」し、事業セグメント個々の足し算の成長から、
掛け算の成長へ転換を図り、収益力を上げていく。

この４つの施策についてご説明いたします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
１つ目の顧客価値創造に向けた新成長基盤の構築

現在、業務改善や業務革新等、それぞれの観点にて提供している
個々の製品・サービス群を需要の変化や市場トレンドを捉えた体系へ
再構築することでお客様への訴求力を高める
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
新成長基盤の概要になりますが、

ZeeM人事給与、会計等の基幹業務を中心に、データの発生源となる、
フロント業務をAIやクラウド、ビジネスプロセスマネージメントサービスを
提供することにより、業務効率の向上を図り、各業務システムにて蓄積された
データを利活用、各種ダッシュボードにて可視化することでお客様のＤＸ化の促進
をサポートすることで顧客価値の最大化を図ることで、収益力ＵＰに繋げていく。

更に固有案件については個別に受託開発として請負い、
システム・サービスの下支えであるシステム運用監視、ＢＰＯ等のサポートも
提供することで、顧客との接点を強くしていく。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この新成長基盤を再構築することで、今まで事業、個社毎にブランディング
されていた製品・サービスを2030年に向けて、順次、ブランド統合していく。
複数ブランドを統合することで、お客様への提供価値を高め、お客様との接点を
「点」から「面」に、「モノ」から「コト」へ変え、受注力の向上を目指していく
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして、事業・グループ融合、新しい成長基盤の象徴として、
グループ共通ビジネスブランド、各製品・サービスのマスターブランドを
「SmartStage」とし、製品・サービス体系を中心に統一することで、
クロスセル・アップセルを促進し、カスタマエクスペリエンスの向上を目指す。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
２つ目の施策は、“融合”提案を追求する営業改革です。

下期より、営業機能を強化するために、下期より営業組織を一本化した。
狙いは「製品特化営業」から「クロス志向型」の営業組織への変革、
営業スタイルを単一商材営業からクロスセル提案型へシフトです。
製品起点の事業別営業組織を戦略志向の全社営業組織に１本化することで、
「モノ」の価値ではなく「コト」の価値を売る「強い営業組織」を構築していく。
また、営業マン個々の意識、行動プロセスを評価することを通じて、
ノウハウ、ナレッジを蓄積し、営業スキルを高めていく
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
３つ目の施策は、

戦略及び施策をグループ各社、事業セグメントの枠組みに囚われずに
俯瞰的・包括的に推し進めていく機能として、今期より「グループ戦略室」を新設し、
各社経営層を実行メンバーとして経営方針、全体成長戦略への取組みを
自ら指揮することでグループ全社員への意識改革を図っております。
また、製品投資や先端技術の投資等においては、積極的かつ迅速な
意思決定をTOPダウンで行っていくことで実行スピードを加速させていきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、AI・クラウド等のデジタル技術を利用した社内DXの推進、
自社製品・サービスへの組込み、連携による顧客DXへの提供価値最大化に向け、
「DX推進部」を発足し、全社規模でのDX展開や新たな事業モデル創出への
促進活動を強化しております。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
４つ目の施策　「人材育成」と「AIの活用」

人材育成においては、３つの重点テーマを一体的に促進している
　・グループ人財ローテーションの構築
　　　スキルや人財受給情報の可視化、需要に伴ったリスキリング支援
　・サクセッションプラン
　　　上級幹部社員への経営視点を養う教育カリキュラムや
　　　異業種との交流会、他流試合に参加させることで、
　　　後継者の育成、見極めを行っている
　・学び続ける環境づくり、階層別教育の充実を図っている

ＡＩへの取組み
　・ＡＩチャットによる製品サポートデスクの品質向上
　・弊社製品へのＡＩ機能の取込み
　・システム開発における生成ＡＩの活用
　・ＡＩ関連資格の奨励、全社員ＡＩ活用にむけた情報提供や啓蒙活動
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
以上、成長に向けた取り組みをご説明させて頂きました。

引き続き、ご愛顧のほど宜しくお願い申し上げます。

ご清聴、ありがとうございました。
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